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障
構
部
機
曖
略
水
戦

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
は

２３
日
、
専
門
委
員
会
に
位
置
づ

け
る
技
術
普
及
委
員
会
、
分
野

連
携
委
員
会
の
初
会
合
を
中
央

大
学
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

い
た
。

技
術
普
及
委
員
会
で
は
、
新

た
な
開
発
技
術
が
実
社
会
て
使

わ
れ
な
い
こ
と
、
優
れ
た
技
術

が
必
ず
し
も
国
内
外
て
普
及
し

な
い
こ
と
に
対
し
て
、
▽
新
し

い
技
術
の
実
績
構
築
を
支
援
す

る
協
力
体
制
の
確
立
▽
多
目
的

個
別
課
題
解
決

へ
議
論
始
動

技
術
普
及
、
分
野
連
携
で
会
合

案
用
途
を
評
価
す
る
推
奨

・
発

注
体
制
の
確
立
▽
複
数
の
管
理

者
て
複
数
の
施
設

・
機
材
を
共

同
利
用
す
る
体
制
の
構
築
▽
柔

軟
な
契
約
体
制
の
確
立
―
―
を

め
ざ
し
検
討
す
る
。

分
野
連
携
委
員
会
で
は
、
「良

好
な
水
辺
空
間
の
形
成
」
を
テ

ー
マ
に
、
面
的
に
広
が

っ
た
空

間
を
造
る
た
め
に
長
期
間
か
か

る
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
将

来
の
水
辺
都
市
の
姿
を
示
し
、

効
率
的
に
施
策
を
す
す
め
て
い

く
べ
く
▽
官
民
が
連
携
し
た
水

辺
都
市
再
生
の
あ
り
方
の
整
備

▽
水
辺
都
市
再
生
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
付
与
―
―
を
め
ざ
し

議
論
を
す
す
め
る
。

全
体
的
な
方
針
を
決
め
る
基

本
戦
略
委
員
会
と
異
な
り
、
こ

の
２
委
員
会
は
、
設
定
し
た
課挨拶 に立 つ森元首相

題
に
対
す
る
問
題
解
決
型
の
委

員
会
と
な
る
。
技
術
普
及
委
員

会
の
委
員
長
に
吉
村
和
就
グ
ロ

ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ジ
ャ
パ
ン
代

表
、
分
野
連
携
委
員
会
の
委
員

長
に
山
田
正
中
央
大
学
教
授
が

就
く
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

席
上
、
挨
拶
に
立

っ
た
森
喜

朗
元
首
相
は
、
自
身
が
参
加
し

た
ト
ル
コ

。
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
話
題
に
触
れ

「世
界
各
国

に
首
脳
が
水
問
題
に
取
り
組
む

と
い
う
意
識
が
着
実
に
浸
透
し

て
い
る
。
日
本
の
行
政
機
関
も

統

一
し
た
協
力
が
で
き
る
体
制

を
作
ら
な
い
と
そ
れ
だ
け
無
駄

な
水
が
流
れ
る
」
と
、
国
内
が

一
体
と
な
り
取
り
組
む

「チ
ー

ム
水

・
日
本
」
と
し
て
の
行
動

の
強
化
を
要
望
し
た
。

技
術
普
及
委
員
会
て
は
、
官

民
学
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
課
題

抽
出
、
分
野
連
携
委
員
会
で
は

東
京

・
名
古
屋

。
大
阪
の
各
都

市
の
水
辺
再
生
に
向
け
た
事
例

が
紹
介
が
行
わ
れ
、
今
回
の
議

論
か
ら
課
題
を
整
理
し
、
次
回

会
合
に
つ
な
げ
て
い
く
方
針
。

菱蒻
萎
忙

政
府
は
２９
日
付
て
、
春
の
叙

勲
の
受
章
者
を
発
表
し
た
。
本

紙
関
係
分
て
は
、
瑞
宝
大
綬
章

に
元
北
海
道
大
学
学
長
の
丹
保

憲
仁
氏
、
瑞
宝
重
光
章
に
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ビ
ス
校

名
誉
教
授
の
浅
野
孝
氏
、
瑞
宝

中
綬
章
に
元
建
設
省
都
市
局
長

の
鹿
島
尚
武
氏
、
瑞
宝
小
綬
章

に
元
東
京
都
下
水
道
局
長
の
曽

我
部
博
氏
が
輝
い
た
。
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旭川で学術シンポ

水
問
題
解
決

ヘ

枠
超
え
た
連
携
を

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「石
狩
川
の
未
来
に
向
け
て
」
が
１８
日
、
旭
川
市
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
丹
保
憲
仁
北
海
道
大
学

・
放

送
大
学
名
誉
教
授
、
竹
村
公
太
郎
日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
主
催
は
同
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
実

行
委
員
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
石
狩
川
サ
ミ
ッ
ト
ほ
か
。
後
援
は
札
幌
開
発
建
設
部
、
石
狩
川
開
発
建
設
部
、
旭
川

開
発
建
設
部
、
旭
川
市
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
石
狩
川
流
域
４６
市
町
村
に
よ
り
約
２０
年
間
活
動
を
続
け
て
い
る
石
狩
川
サ
ミ
ッ
ト

の
活
動
を
柱
に
水
問
題
の
解
決
法
を
模
索
し
、
広
く
発
信
す
る
の
が
ね
ら
い
。

ス|||||||し

石狩川 を柱 に水 問題 を議論 した シンポ
ジウム

主
催
者
を
代
表
し
て
冒
頭
挨

拶
に
立

っ
た
松
田
忠
男
旭
川
し

ん
き
ん
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
理

事
長
は

「２‐
世
紀
に
入

っ
て
水

環
境
は
急
速
に
悪
化
し
て
い

る
。
旭
川
市
は
川
の
ま
ち
、
石

狩
川
が
縦
断
し
て
お
り
川
の
安

全
衛
生
は
き
わ
め
て
重
要
。
諸

先
生
方
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
視
点

て
知
見
を
賜
り
た
い
」
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
を
述
べ
た
。

は
じ
め
に
丹
保
名
誉
教
授
が

「石
狩
川
の
未
来
に
向
け
て
」

と
題
し
て
講
演
。
水
を
は
じ
め

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
に

つ
い

て
、
今
後
は
ど
う
な

っ
て
い
く

か
を
解
説
。
日
本
と
世
界
の
水

消
費
量
を
比
較
し
、
２２
世
紀

ヘ

向
け
て
水
の
代
謝
を
社
会
シ
ス

テ
ム
化
し
て
水
の
循
環
使
用
の

必
要
性
を
強
調
。
環
境
と
人
間

社
会
の
関
係
を
良
好
な
も
の
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ま
と

め
た
。

続
い
て
竹
村
事
務
局
長
は

「水
の
安
全
保
障

へ
向
け
て
」

と
題
し
て
水
の
安
全
保
障
戦
略

機
構
が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
を

解
説
。
世
界
の
水
問
題
は
日
本

に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
行

政

・
企
業
の
枠
を
超
え
た
連
携

の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
で
は
丹
保
名

誉
教
授
、
竹
村
事
務
局
長
に
加

え
て
、
山
田
正
中
央
大
学
理
工

学
部
都
市
環
境
学
科
教
授
、
吉

村
和
就
国
連
環
境
技
術
顧
問

・

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ャ

パ
ン
代
表
、
山
本
要
Ｎ
Ｐ
Ｏ
石

松 田理事長

丹保名誉教授

狩
川
サ
ミ
ッ
ト
理
事

・
石
狩
川

サ
ミ
ッ
ト
第
９
期
議
長
ら
が
登

壇
。
ま
た
会
場
に
駆
け
つ
け
た

石
狩
川
流
域
市
町
村
で
あ
る
当

麻
町
や
南
富
良
野
町
の
町
長
な

ど
の
意
見
も
交
え
て
、
石
狩
川

サ
ミ
ッ
ト
の
活
動
を
柱
に
、
水

問
題
の
解
決
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
。
流
域
問
題
の
解
決
に
は

省
庁
を
超
え
た
議
論
や
各
自
治

体
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
連

携
が
実
現
す
れ
ば
石
狩
川
が
大

き
な
財
産
と
な
る
こ
と
が
訴
え

ら
れ
た
。

終
わ
り
に
来
賓
を
代
表
し
て

登
壇
し
た
遠
藤
武
彦
衆
議
院
議

員
が

「石
狩
川
の
治
水
利
水
を

皆
て
考
え
る
の
は
す
ば
ら
し
い

こ
と
。
水
問
題
を
考
え
る
と
、

わ
れ
わ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
官
学
民

一
体
と
な

っ
て
問

題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
結
ん
だ
。



『水の安全保障シンポin帯広』

北の大地・十勝から

水の重要性を発信

「水
の
安
全
保
障
シ
ン
ボ
ジ

ウ
ム
ｉｎ
帯
広
　
農
業
王
国
　
十

勝
の
水
を
考
え
よ
う
」
が
１７
日
、

帯
広
市
の
ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス

ラ
ン
ド
帯
広
で
開
か
れ
た
。
主

催
は
同
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
実
行
委

員
会
。
後
援
は
水
の
安
全
保
障

戦
略
機
構
。

講
師
に
は
竹
村
公
太
郎
日
本

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
、
吉

村
和
就
国
連
環
境
技
術
顧
問

”

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ャ

パ
ン
代
表
、
山
田
正
中
央
大
学

理
工
学
部
教
授
、
丹
保
憲
仁
北

海
道
大
学
名
誉
教
授

・
水
の
安

全
保
障
戦
略
機
構
執
行
審
議
会

共
同
議
長
を
招
き
、
な
ぜ
今
、

水
の
安
全
保
障
が
問
わ
れ
て
い

る
の
か
、
に
つ
い
て

「農
業
王

国
」
と
呼
ば
れ
る
帯
広
の
水
環

境
と
関
連
づ
け
て
討
議
が
行
わ

れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立

っ
た
帯
広
商
工
会
議
所
の
高

橋
勝
坦
会
頭
は
、
水
問
題
の
解

決
に
貢
献
す
る
こ
と
は
国
際
社

会
の

一
員
と
し
て
の
責
務
だ
と

述
べ

「十
勝
も
昨
年
は
降
雨
が

少
な
く
深
刻
な
状
況
で
あ
り
水

の
安
全
を
認
識
し
た
。
当
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
水
の
重
要

性
を
十
勝
か
ら
世
界
に
発
信
し

た
い
」
と
訴
え
た
。

竹
村
事
務
局
長
は

「水
の
安

全
保
障

へ
向
け
て
」
と
題
し
て
、

水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
が
て

き
る
ま
で
の
流
れ
を
紹
介
。
世

！】̈，よ

！】・

界
の
水
問
題
は
日
本
に
直
結
す

る
も
の
で
あ
り
、
行
政

・
企
業

の
枠
を
超
え
た
連
携
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。

吉
村
和
就
代
表
は

「国
内
外

に
お
け
る
水
を
め
ぐ
る
動
き
」

と
題
し
て
、
世
界
の
水
問
題
の

状
況
を
紹
介
。
海
水
淡
水
化
や

下
水
の
再
利
用
な
ど
問
題
解
決

へ
向
け
た
新
技
術
の
ト
ピ
ッ
ク

を
述
べ
な
が
ら
国
を
挙
げ
て
の

取
り
組
み
が
必
要
と
結
ん
だ
。

山
田
教
授
は

「北
海
道

・
帯

広
の
水
問
題

へ
の
取
り
組
み
」

と
題
し
て
、
十
勝
川
流
域
懇
談

会
が
提
言
し
た
河
川
整
備
の
あ

り
方
を
紹
介
。
水
の
安
全
保
障

と
関
連
づ
け
て
提
言
を
実
現
て

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
訴
え
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「十
勝
の
水
を
考
え
る
」
で
は

丹
保
名
誉
教
授
が
司
会
と
な

っ

て
講
師
と
会
場
参
加
者
と
の
間

で
、
十
勝
の
国
際
貢
献
の
事
例

や
河
川
の
流
域
管
理
、
食
料
の

自
給
率
向
上
の
た
め
の
水
税
導

入
や
官
民
連
携
と
民
間
委
託
の

あ
り
方
な
ど
を
話
題
に
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

終
わ
り
に
来
賓
代
表
と
し
て

登
壇
し
た
中
川
昭

一
衆
議
院
議

員
は

「水
は
世
界
を
ま
わ

っ
て

い
る
。
国
内
だ
け
て
完
結
せ
ず
、

で
き
る
こ
と
を
世
界
に
発
信
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
水
問

題
を
考
え
る
運
動
が
十
勝
を
発

火
点
と
し
て
オ
ー
ル
日
本
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
述
べ
た
。

設 水
立 の
ま 安
で 全
の 保
流 障
れ 戦
を 略
紹 機
介 構

高橋会頭


